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授業科目名  理数学力評価論 

担当教員名  堀 哲夫／中村享史／進藤聡彦／早川健 

科目区分：発展科目 選択 対象学生：１年 開講学期：後期 単位数：２  

授業の到達目標 

 

 

【ストレートマスター】 

新しい学習指導要領を中心にして学力と教育評価およびそれらと授業や学

習の関わりについての理解を深める。また、TIMSS や PISA などの国際調査

で求められている学力や日本の全国学力・学習状況調査の特に「活用に関す

る問題」が求める学力についての知見をまとめる。評価に関して、算数・数

学科や理科の評価問題を作成し、問題のねらいや評価する目標について検討

する。新指導要録の評価観点についてどのような評価方法があるかを検討し、

授業や学習と関連させて検討できる力を育成する。 

【現職教員学生】 

新しい学習指導要領を中心にして学力と教育評価およびそれらと授業や学

習の関わりについて、自らの経験を踏まえ問題点を明らかにする。また、

TIMSS や PISA、教育課程実施状況調査結果などの実態から、今後求められ

る学力のあり方について方向性を見いだし、とりわけ「活用する力」を育成

するための授業や学習および評価について具体例を作成できるようにする。

さらに、新しい指導要録の提起する評価観点を構造的に捉え、学力の構造と

評価観点および授業や学習が一貫性をもっていることを理解し、実践に適用

できる力を育成する。 

授業の概要  理数に関する学力論について理論的な側面と実証的な面の両面から考察す

る。まず、理数教育のおける学力構造を明らかにする。また、TIMSS や PISA

などの国際調査で求められている学力や日本の全国学力・学習状況調査の特に

「活用に関する問題」が求める学力についての知見をまとめる。評価に関して、

算数・数学科や理科の評価問題を作成し、問題のねらいや評価する目標につい

て検討する。評価の観点として挙げられている「知識・技能」「思考・判断・表

現」「関心・意欲・態度」からどのような評価方法があるかを検討する。 

授業の方法 これまでに行われてきた TIMSS、PISA などの調査問題を実際に分析して、

その意図や問題設定の構造などを知る。国内の学力調査の問題を分析する。そ

の中で、問題を作成し、どのような学力を測定できるかを実証的に行う。さら

に、一枚ポートフォリオ評価シートを作成し授業のグランドデザインと実践の

検証を行う。 

授業計画の概要 １ 理数教育における学力と評価に関する課題（堀・中村・進藤・早川） 

・これまでの学力や評価の問題点 

・授業および学習と学力および評価がどう関わっているか 

・学力と評価を考える新しい視点など 

 ３名の担当教員から、理科および算数・数学教育、認知心理学からみた学

力と評価に関する問題点と講義の概要を紹介する。 

２ 学力構造に関する理論的考察（進藤・堀・中村・早川） 

・学力はどう捉えられてきたか 
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・理念と実態の乖離はなぜ起こっているのか 

・学力のグローバルスタンダードの問題など 

 進藤が学力構造に関する全体的考察を行い、堀と中村がそれぞれ理科およ

び算数・数学教育の学力構造の概要を講義する。 

３ 学力調査に関する実践的考察（早川・堀・中村・進藤） 

・学力調査はどのように行われているか 

・各種学力調査のねらいと比較 

・学力調査が授業や学習に意味するものなど 

 堀と中村がそれぞれ理科および算数・数学教育の学力調査に関する実践的

考察を講義し、進藤が補足説明を行う。 

４ 学力に関する変遷（歴史的考察）（進藤・中村・堀・早川） 

・学力観の変遷 

・学力観と授業実践の関わりに関する問題 

・学力観の変遷から何を学ぶかなど 

 進藤が学力に関する歴史の全体的考察を行い、堀と中村がそれぞれ理科お

よび算数・数学教育における学力歴史の概要を講義する。 

５ TIMSS 調査問題における学力（進藤・中村・堀・早川） 

・TIMSS のねらいと方法 

・TIMSS の具体的調査問題の検討 

・TIMSS の具体的調査問題と日本の学力調査問題比較など 

 進藤が TIMSS 調査問題の学力に関する全体的考察を行い、堀と中村がそれ

ぞれ理科および算数・数学教育の概要を講義する。 

６ TIMSS 調査結果の国際比較（進藤・中村・堀・早川） 

・TIMSS の国際比較が意味するものなど 

 進藤が TIMSS 調査結果の国際比較に関する全体的考察を行い、堀と中村が

それぞれ理科および算数・数学教育の概要を講義する。 

７ PISA 調査問題における学力（進藤・中村・堀・早川） 

・PISA のねらいと方法 

・PISA の具体的調査問題と日本の学力調査問題比較など 

 進藤が PISA の調査問題に関する全体的考察を行い、堀と中村がそれぞれ

理科および算数・数学教育の概要を講義する。 

８ PISA 調査結果の国際比較（進藤・中村・堀・早川） 

・PISA の国際比較が意味するものなど 

 進藤が PISA の調査結果の国際比較に関する全体的考察を行い、堀と中村

がそれぞれ理科および算数・数学教育の概要を講義する。 

９ TIMSS、PISA 型問題の作成、評価（演習）（早川・中村・堀・進藤） 

・学力のねらいと調査問題の作成 

・調査問題の実施と評価など 

 受講生が TIMSS、PISA 型問題として作成したものについて、堀と中村が

それぞれ理科および算数・数学教育の立場から受講生とともに討議を行い、

問題に対する評価の視点も検討する。進藤がそれに対する補足説明を行う。 

10 活用型問題（言語）の考察（進藤・中村・堀・早川） 

・言語領域における活用型とはどのようなものか 
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・これまでのものと活用型の問題は何がどう違うかなど 

 進藤が活用型問題の全体的考察を行い、堀と中村がそれぞれ教科教育の立

場から補足説明を行う。 

11 活用型問題（算数・数学）の考察（中村・堀・進藤・早川） 

 中村が算数・数学に関する活用型問題に関する講義を行い、堀と進藤が補

足説明を行う。 

12 活用型問題の作成、評価（演習）（早川・中村・堀・進藤） 

・算数・数学分野における活用型とはどのようなものか 

・これまでのものと活用型の問題は何がどう違うかなど 

 受講生が算数・数学に関して作成した活用型問題を中村が中心となって討

議を行い、堀と進藤が補足説明を行う。 

13 学力を高めるための学習履歴を重視した授業のグランドデザイン（堀・進

 藤・中村・早川） 

・授業のグランドデザインと一枚ポートフォリオ評価 

・一枚ポートフォリオ評価の本質的問い、学習履歴、自己評価という要素と

学力形成の関わり 

 堀が一枚ポートフォリオ評価法と授業のグランドデザインについて講義

し、学力形成との関わりについて中村と進藤が補足説明する。 

14 一枚ポートフォリオシートの作成と授業の実施 （堀・進藤・中村・早川）

・授業のグランドデザインと一枚ポートフォリオシートの作成および授業 

の実施 

 堀が中心となって受講生に一枚ポートフォリオシートの作成を受講生に行

い、学習指導案とどう位置づけ授業を行うのか検討する。中村と進藤は補足

説明を行う。ストレートマスターと現職教員学生が作成したものを比較検討

し、内容の違いからストレートマスターには、教師として備えるべき資質・

能力を認識させ、現職教員学生にはさらなる力量形成をはかる。 

15 授業の実施と学力形成の検証（早川・堀・進藤・中村） 

・一枚ポートフォリオシートの記録を分析することによる学力形成の検証 

作成した一枚ポートフォリオシートを実際の授業の中で活用することによ

り、具体的な学力形成の検証を堀が中心となって行う。それに対して中村と

進藤が補足する。 

履修条件 特になし 

成績評価基準 

 

【ストレートマスター】・学力や評価の問題点を理解できる。 

・学力および評価について文献から歴史的、比較文化的に理解できる。 

・TIMSS、PISA および日本の学力調査問題を分析し、比較、検討を行い、趣

旨に添った問題を作成することができる。 

・一枚ポートフォリオシートを作成することができる。 

【現職教員学生】 

・学力や評価の問題点を理解するとともに、解決への具体的方策を見いだす

ことができる。 

・学力および評価について文献から歴史的、比較文化的に理解するとともに、

教育現場の課題解決に適用できる。 
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・TIMSS、PISA および日本の学力調査問題を分析し、比較、検討を行い、趣

旨に添った問題を作成し、実践および具体的改善に寄与することができる。

・一枚ポートフォリオシートを作成し、授業のグランドデザインと実践、学

力形成効果の検証をすることができる。 

成績評価の方法  成績評価は４名の担当教員が協議して決定する。成績評価の項目、割合、評

価の観点は次のとおりである。 

・レポート課題： 50%  課題は適宜出すのでそのたびに提出。一枚ポートフ

ォリオシートの作成も含む。 

・受講への参加態度 ：50%  授業での質問、発言などの参加意欲、授業での

課題に自らの意見を述べることを重視する。  

授業の進め方 授業を担当する４名の教員が常時授業に関わって進行する。それぞれの専門

分野の違いにより、核となって授業を進める教員が毎授業時間ごとに存在する。

これまでに行われてきた TIMSS、PISA などの調査問題を実際に分析して、

その意図や問題設定の構造などを知る。国内の学力調査の問題を分析する。そ

の中で、問題を作成し、どのような学力を測定できるかを実証的に行う。また、

学力と評価が授業や学習とどのように関わっているのかを理解するために学習

履歴が枚核になる一枚ポートフォリオ評価シートを作成し、学力形成の実態を

検証する。 

ストレートマスターは同じ課題に対して、現職教員学生とどこがなぜどのよ

うに異なっているのか意識化できる働きかけを教員が行い、教師に必要とされ

る資質・能力の視点とその育成ができる授業を行う。現職教員学生には、自ら

の資質・能力の現状把握およびその変容が可能になるようにするとともに、ス

トレートマスターとの討議などから現場における教師育成の具体的視点とその

方法が獲得できるようにする。 

参考図書 ・田中耕治編著『新しい学力テストを読み解く』日本標準、2008 年 

・田中・西岡編集『「学力向上」実践レポート』教育開発研究所、2008 年 

・国立教育研究所編『TIMSS2003 数学教育の国際比較』ぎょうせい、2005 年

・国立教育研究所編『TIMSS2003 理科教育の国際比較』ぎょうせい、2005 年

・国立教育政策研究所監訳『PISA2006 年調査評価の枠組み』ぎょうせい、 

2007 年 

・堀 哲夫編著『子どもの学びを育む一枚ポートフォリオ評価』日本標準、 

2004 年 
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授業科目名  理数学習教材開発論 

担当教員名  早川 健／堀 哲夫／中村享史 

科目区分：発展科目 選択 対象学生：１年 開講学期：後期 単位数：２  

授業の到達目標 

 

 

【ストレートマスター】 

・学習教材を多面的に比較検討し問題点と改善点を明確にする。 

・授業実践の中で用いられる適切な学習教材の視点を明確にし、適切なもの

を選択する。 

・実際の学習教材に関して効果的な利用ができるよう改善し、開発する。 

【現職教員学生】 

・学習教材を多面的に比較検討し問題点と改善点を明確にする。 

・自らの経験に照らし合わせ、授業実践で用いる学習教材を改善したり開発

したりする。 

・改善や開発した学習教材の効果を模擬授業などで検証する。 

・適切な学習教材を用いて他の教師にその効果を指導する。 

授業の概要 授業実践における学習教材のあり方や重要性について考察する。算数・数学

科や理科の学習教材について日本や諸外国の教科書分析を通して、その現状を

把握し、授業実践における学習教材の重要性について考察する。また、算数・

数学科や理科の学習教材について、効果的な学習教材が具備すべき諸条件につ

いて、グループ討議などで検討する。実際に、算数・数学科や理科における効

果的な学習教材を開発し、実際の授業実践での活用を図っていく。開発した学

習教材を用いて、模擬授業を行い、その効果や課題を検討する。 

授業の方法 講義、演習、ビデオ授業による授業研究・授業研究会・校内研究会の実際を

行う。また、テーマについての意見発表、意見交換などを行う。 

授業計画の概要 １ 授業実践における学習教材の重要性とその定位について（早川・堀・中村）

 ・学習教材の必要性と課題 
 ・学習教材と授業および学習の関わり 
 ・学習教材の効果と評価など 

 ３名の担当教員から、理科および算数・数学教育の教材開発論の現状およ

び課題などに関する概要を紹介する。早川は現場からの、堀と中村は研究の

立場からの講義を行う。 

２ 日本の算数・数学科における学習教材の現状と課題（早川・中村・堀） 
 ・算数・数学科における学習教材の位置づけ 

・現状と課題など 
 算数・数学教育の学習教材の現状と課題について、早川が現場からの、中

村が研究の立場からの講義を行う。堀は教科教育からの補足を行う。 
３ 日本の理科における学習教材の現状と課題（堀・早川・中村） 
 ・理科における学習教材の位置づけ 
 ・現状と課題など 

 理科教育の学習教材の現状と課題について、堀が研究の立場からの講義を

行う。早川と中村は教科教育からの補足を行う。 
４ 諸外国の算数・数学教科書にみる学習教材の分析（早川・堀・中村） 

・教科書と学習教材の役割 
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 ・現状と課題など 
 諸外国の算数・数学教科書における学習教材について、中村が研究の立場

からの分析や講義を行う。早川と堀は教科教育からの補足を行う。 
５ 諸外国の理科教科書にみる学習教材の分析（早川・堀・中村） 

・教科書と学習教材の役割 
・現状と課題など 
 諸外国の理科教科書における学習教材について、堀が研究の立場からの分

析や講義を行う。早川と中村は教科教育からの補足を行う。 
６ 算数・数学科における効果的な学習教材が具備すべき条件（グループ討議）

 （早川・中村・堀） 
 ・トップダウンかボトムアップか 
 ・学習者が熱中する条件の明確化など 

 算数・数学教科書における効果的な学習教材が具備すべき条件などについ

て、早川が現場の、中村が研究の立場を踏まえて、受講生を中心にして討議

を行う。堀も討議に加わる。 
７ 理科における効果的な学習教材が具備すべき条件（グループ討議）（早川・

 堀・中村） 
 ・トップダウンかボトムアップか 

・学習者が熱中する条件の明確化など 
 理科教科書におけるにおける効果的な学習教材が具備すべき条件などにつ

いて、堀が研究の立場を踏まえて、受講生を中心にして討議を行う。早川と

中村も討議に加わる。 
８ 算数科における効果的な学習教材の開発（小学校）（演習）（早川・中村・ 
 堀） 
 ・トップダウンかボトムアップか 

・学習者が熱中する条件の明確化など 
 算数科における効果的な学習教材開発のために、早川と中村が中心になり

演習を行う。堀も補足を行う。 
９ 数学科における効果的な学習教材の開発（中学校・高校）（演習）（早川・ 
 中村・堀） 
 ・トップダウンかボトムアップか 

・学習者が熱中する条件の明確化など 
 数学科における効果的な学習教材開発のために、早川と中村が中心になり

演習を行う。堀も補足を行う。 
10 理科における効果的な学習教材の開発（小学校）（演習）（堀・早川・中村）

・メッシングアバウト法 
・素朴概念の明確化とそれを活用する方法など 
 小学校理科における効果的な学習教材開発のために、堀が中心になり演習

を行う。早川と中村も補足を行う。 
11 理科における効果的な学習教材の開発（中学校・高校）（演習）（堀・早川・

 中村） 
 ・慣性の学習教材の場合 

・ミステリーパウダー法など 
 中学校、高校理科における効果的な学習教材開発のために、堀が中心にな

り演習を行う。早川と中村も補足を行う。 
12 開発した学習教材を活用した算数科の授業展開の提案と検討（演習） 
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 （早川・中村・堀） 
・開発した学習教材を取り入れた授業のグランドデザインを基にした討議な 
 ど 
 受講者が構築した授業のグランドデザインを発表、討議する際、早川が現

場サイドから、中村が研究サイドから指導を行う。堀も補足を行う。 
13 開発した学習教材を活用した数学科の授業実践の試行と効果の検証  
 （演習）（早川・中村・堀） 
 ・開発した学習教材を取り入れた授業のグランドデザインを基にした討議な

 ど 
 受講者が構築した授業のグランドデザインを発表、討議する際、早川が現

場サイドから、中村が研究サイドから指導を行う。堀も補足を行う。 
14 開発した学習教材を活用した理科の授業展開の提案と検討（演習）（堀・早

 川・中村） 
 ・開発した学習教材を取り入れた授業のグランドデザインを基にした討議な 

ど 
 受講者が構築した授業のグランドデザインを発表、討議する際、早川が現

場サイドから、中村が研究サイドから指導を行う。堀も補足を行う。 
15 開発した学習教材を活用した理科の授業展開の試行と効果の検証（演習）

 （堀・早川・中村） 
 ・授業による効果の検証と討議 

・課題に対する評価など 
 受講者が構築した授業のグランドデザインを発表、討議する際、堀が研究

サイドから指導を行う。早川、中村も補足を行う。 

履修条件 特になし 

成績評価基準 

 

【ストレートマスター】 

・授業研究の意義や役割について文献から歴史的、比較文化的に理解する。 

・実際の授業分析を通して、授業研究の方法を捉えることができる。 

・授業研究による教師の力量形成について意識化する。 

【現職教員学生】 

・校内研究会などの経験や文献から歴史的、比較文化的に授業研究の意義や

役割について理解する。 

・実際の授業分析を通して、教師の発問と子どもの発言の関連を捉えること

ができる。 

成績評価の方法  成績評価は３名の担当教員が協議して決定する。成績評価の項目、割合、評

価の観点は次のとおりである。 

・レポート課題： 50%  課題は適宜出題。   

・受講への参加態度 ：50%  授業での質問、発言などの参加意欲、授業での課

題に自らの意見を述べることを重視する。  

・授業の最重要点を各自記録させ、学習履歴として残し最後に自己評価させる。

授業の進め方 講義と演習が中心となり３名の教員が常時共同で授業を行う。学習教材に関

する理論的検討だけではなく、その問題点を明確にしつつ実際に学習教材を開

発し、発表・討論及びその試行には全員が参加する。 

また、国内だけではなく、諸外国の理科教科書等も概観しながら、広範かつ

多面的な視点から学習教材について検討を加えていく。その際、ストレートマ
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スターは学部での経験を踏まえ実践における課題を明確に意識でき、現職教員

学生の意見からも学ぶことができるように、現職教員学生は後輩の指導という

視点も意識しつつ受講が可能になるようにする。つまり、異質かつレベルの違

いが相互を高め磨きあうことができるような指導を行う。 

参考図書 ・杉山吉茂 『公理的方法に基づく算数・数学の学習指導』 東洋館出版社  

1986 年 

・日本理科教育学会編『理科ハンドブックⅠ、Ⅱ これからの理科授業実践へ

の提案』東洋館出版社、2002 年 

・東・大橋・戸田編『理科教育事典 自然科学編』大日本図書、1991 年 
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